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昭和 40年11月16日

総務部長

昭和 41年度予算編肢について

昭和41年度予算編成にあたっては、そわ基調となるべき国、都の予算編成方

方針及び国の地方財政計画K対する具体的指示が未だ明確でないので、財政収

支の的確な見とおしを得ることは困難であるが‘ 最近の経済状勢ρ 見通しを充

分考慮し、健全財政を確立した予算編成をする。

編成要領陀ついては、前年度同様既定経費及び新規経費と K分けて編成するm

重点施策については別途依命通達されるところであるが、と ηあえず既定経費

は下記陀より編成することとなったわで、各事項に充分留意のうえ予算要求に

遺憾のないよう取り計らい願いたい。

言己

1. 全般事項

批定経費とは噛次に該当する事務事業費であるo

ィ ー現に運営している事務事業の維持管理費

ロ 人口増加に基つく対象増に伴う必然的増加経費

ハ 足元定計商事業に伴う所要経費

ニ 施設の完成に伴う事業開始に要する経費

ホ その他上記K準ずる必要最少限度の行政運営費

2 歳入陀関する事項

イ 税収入は歳入の根幹であ η，予算編成わ基礎となるものである。それ故

課税対象ゎ完全なる把握に努めて調定収入見込を的確に算出してほしい弘

ロ 使用料、手数料については過去の実績を検討し司対象件数を的確に把握

し増収脅図る事。

補助事業等の予算計上に当つては、関係当局と十分連絡わうえ、そcハ見



通しについては誤りのないよう配意し‘市費の超過負担とならないよう努

めるとと。

ュ 市債については元利償還金の増大に伴い.財政負担右，1'考慮し事業の緊急

度及び事業効果等充分検討の上選択し，充当率の見積過入とならないよう

適正なる計上に努める事n

1 歳出比関寸る事

イ 経常的経費については，極力経費の効率化を図ってその規模の増大をき

たさないよう努め宮前年度当初予算 ょη20%以内の増K止める事。

ロ 臨時職員の賃金は、原則的には年間の事務処理計画を再検討し、漫然と

臨時職員 K依存する こと わない 上う 努めるべ きであるが、必要やむを得え '

いも のは年間Uておける雇傭計画を明らかにする事。

ハ 旅費、需要費等:ゎ物件費陀ついては，前年度執行状況を勘案し官極力節

減Uて:努 め、前年度当初予算ゎ 20%以内の増比止める事。

ニ 投資的経費Kついては継続事業及び前年度繰越事業を優先 し、 新規事業

にういては緊急度、事業効果等充分検討し重点的K選択計上する事n

ホ 法令Uて基かな い負担金及び補助金は.既定新規を問わず、一件審査によ

り新たに認定する方針とする。

従って.予算計上 にあたって負但の根拠、効巣を再検討し， 効果のないも

のは打ら切る等進んで整理を図る事。

へ 給与設陀ついては、給与改訂比伴 う給与資の増高による財政負担を考慮

し、 事務の簡素化、職員の配置の適正化!rCJ:り 極力新規増員をさけるため

各課κおいても 事務の合理化、能率化に真剣に努力願いたい。

なお、人件費は非常勤特別臓の報酬(議員手当を含む〉団体生命保倹料

及び社会保険料のみを計上すればよいも のである事。 (三役及び一般職、

常傭臨時職ρ 人件費は人事課が取致ぅ. ) 

4 特別会計

一般会計の編成要領に準 じ編成する こととし、 原則として独立採算を建前

としているから、 事業収入の範囲内において編成 し司一般会計K依存しない

事。

-2一

5. その他

イ 経費の算定基準設定について

賃貸金及び食糧費の算出基準を別表(1 )ρ とおり定め.物品については

別冊単位表によって編成されたい。

ロ 計量単位陀ついて

積算のうち面積、体積、長さ‘重きはすべてメートル法とし、必要に応、

じ()書として尺賞法を記する こと。

ハ 需要費、役務質陀係る説明項目は下記に上忌。

F 消耗品費
需要資{

、賄材料費

F 通信運搬まま
役務 質 {

、筆耕翻訳料

燃料費

飼料費

食糧費 印刷製本質 光熱水質

医業材料費 修繕料

保管料 広告料 手数料

火災保険料 自動車損害保険料
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予算編成にあたって

は P じ め

昭和 41年 2月

財務課

に

高度成長経済における精一ばいの背伸びは現在安定成長期を向えるに至って

その歪み、あおりを有形、無形κ受けることとなった。そのために昨今の経済

界の見通しは、いぜんとして明るくなりません。

国陀おいては苦しい財政の立直しには公債の発行に求めなければならない状況

であり、更に 41年度も大幅な滅税がその基本方針として打ち出されておりま
周

す。このような事は地方財政κも当然大きな影響をもたらすものと思われます。

1. 4 0年度 の決算 見込

4 0年度の決算見込により ますと国保事業 (680万人国保直診(3 5万)

農業共済(6 7万人下水道 (4 6 8万)、病院(約 3500万)と赤字が見

込 まれ、又起債等の関係で上水道 へ(1， 0 0 0万〉の繰出が必要 とされます。

本来な らば、これらが全額一般会計より補て んしなければな らないわけです。

所が一般会計そのものが用地会計からの繰入金(6， 4 0 0万〉が計上されてお

り、 補助金、起債等の収入滅、 市税の伸びなやみ等を考慮 しますん一般会計

そ のものが苦しい財政状況でありま すので、 補てんどころではありません。

その苦しい財政状況が当然 41年度の財政に大きな影響を し、、、かにして財源

調達をして行くかという 事が 41年度の予算編成にあたっての苦慮であり ます。

1 新年度の財政 K ついて

歳入の根幹をなす市税の伸びが、非常に鈍化してきたという主たる原因は、

市税のうち市民税の法人税寄jといった法人系統の税が伸びない、ということが

原因だと思います。

そのために新年度の市税の減収は相当大きくひびくわけです。課税課から提出

された 41年度の市税見込が 7億7， 0 0 0万と算出されましたが、これは 40 

年度 2月現在予算計上より 5%上廻る程度です。その上今まで仕事が継続して

国庫補助もつき、起債もつき、それが全部中途ですので打ち切りがきかないと
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いうことのために (ス 000万円〉の財源を確保、しなければならないし、又人

件費も 40年度より(4， 0 0 0万円)の増で4億 800万円 の高額に達してお

ります。

又公債償還も 40年度 よりも 1，0 0 0万円の増と見込まれます。その上各課に

おいてしなければならない仕事は、 最近ますますふえてきており、そのための

財源が 4億 只000万円必要であると各課から要求があ ります。

当市の行政水準は多く の面で立らおくれているため、住民のサーピス K直結す

る批定経費だけでも優先K財源措置 しなければな りまぜん。

このよ うに 41年度の市の財政は近年にない大変なピ ンチK陥るおそれがある

ことだけは確かであると思い ます。

1. 4 1年度予算編成 の心 構 として

事務の合理化、 消費的経費の極力庄結節減等で投資的経費、サービス経費の

捻出 K努め、特定財源と併せ事業費の増大 Kよって市の行政水準の向上を図ら

たければなり ませんむ然 1__、いたずら K特定財源があるからと事業投資をぜず

自己財源のわく内Kおいて特定財源を俗保するという慎重な態度が必要であり

ます。

その織に法問から除問の保持閉め、将来の歳入 歳出の変動K備え

て予算の編成をするととが 4 .1年度の心得え であ りますn
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昭和 4 1年度予算について

①各会計予算総括

昭和 4 1年度予算編成の方針は前掲のとお ηであるが.これらに基いて

編成された，各会計予算については次表のとおり。

〈単位千円〉

区 分
4 1年度(A) 4 0年度 @

④一⑧
予算 額 予 算 額

A'一般会計 1，2 2 6，56 1 1， 1 5 4，7 1 6 71，845 

B'特別会計 577， 169 5 5 8，6 9 6 1 8，4 7 3 

国保 事 業% 98，038 98，47 3 乙』 435 

国保病院 % 1 3 8，7 9 4 20ヌ134 ム 70，34 0 

用 口口口 52，788 33，456 1呪332

都 市 計 画 7史401 41，655 37， 746 

上 水 道 1 8 8，6 9 7 160，423 2 8.2 7 4 

下 水 道 1 4，2 5 4 1 5，55 5 ム 1，30 1 

農 業 共済 事 業 5，1 9 7 。 5，1 9 7 

A' 十 B' 1，8 0 3，7 30 1， 7 1 3，4 1 2 9 0， 3 1 8 

本年度は用地会計百国保直診会計を除く 。

句 ~6 一

11¥1 

-

-ー

1.-歳入の概要

歳入予算の構成比は次の図のとおり。

/つp
1. 3.0 0/， 

¥ 

9・_-一巴， 明司f

ーー‘~、、、刷、‘、
、、
、、、

税

- 7 一 九~
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繰入金

臨時地方特例交付金 1. 1 % 

分担金及び負担金 1. 0 % 

使用科及び手数料 3.7% 

繰越 金 0.8% 



歳入について

市の歳入は、 歳出の財源となるものであるから、歳入を分類する場合、 歳

出の財源としての見方に立ち、自主財源と依存財源とに分けられます。

財源構成を前年度及び前々年度(いづれも当初予算〉の対比からみて、

~度 1 41年度 i 40年度 1 3 9年度区分 1 九九_____i 比 i 寸

自 主財源 I 7ス7% I 6ス4% I 7 2.1 % 

依存財源 I 2 2. 3 I 3 2. 6 I 2ス?

上記のごとく 自主財源が 41年度において上まわっτいる理由は、当初述

べたように、 自主財源を確保し、その財政力K応じて依存財源を確保すると

いう健全財政の確立を示すものであるの

しかし、 財政運営上の現実問題とLては、 ますます増大する行政需要を限

られた一般財源でより 多 く消化するためには積極的陀依存財源を縫保し、 問

題の解決に当らなければなりません。

〈主要歳入予算の計上状況〉

① 市税については、経済状泌の捨拶について慎重な検討を加え年開通じて

の収入見込した。

② 臨時地方特例交付金は、昭和4 ，}年度地方税財政制度の改正により、 臨

時地方特例交付金が創設されたため計上 (α タバコ あん分"分による〉

③ 地方交付税は、当市は不交付団体であるため、特別交付税のみ計上

④ 国都支出金は、基準額の最高を見込んでいる。

⑤ 繰入金については、用地会計より 40年度、各特別会計の赤字を解消し

たうえ残を計上

③ 収益事業については、世論の動向Kかんがみ重点的な事業の財源に充当

- 8一

4ム

し、その使途を住民κ周知させ留意の上計上

② 市債は、各事業とも許可限度額を見込んでいる。

市債と国都支出金の金額確保するためには今後の接渉が重要な課題である。

次に一般会計款別年度比較表

ト一一一一一

臨時地方特例交付盆

一-
地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

昭和711JFよ415十??jtf:l
oI 0 I 1. 1 I 

1，000 

1 2，3 86 

45，545 43，33 3 

1 4 3，0 9 0 2 1 3. 0 L1 8 I 1 1. 7 I 1 8. 5 
一 一 一 -

8 0， 2 2 6 I 5.0 I Z 0 61， 100 

財産収入 1，990 1， 008 0.0 0.0 
ト

寄 付 金
一
金
一
金
一

入
一
債

繰 入

一
越
一

収

ト一一句

繰
一

諸
一
市

0.0 0.0 

---
4 2，7 9 6 3.5 I 5.8 6ス000

1 0，0 0 0 1 5，0 0 0 O. 8 1. 3 

70，753 ス580 0.7 5.8 

5 4，0 0 0 83，0 G 0 ス24.4 

Jム.
口 計 1， 2 2 6，5 6 1 I 1， 1 5 4， 7 1 6 1 0 0.0 I 1 0 0.0 

¥ 

- 9ー



2. 歳出わ概要

歳出予算の構成比は次の図のとおり〈目的別分類)

h -、

@ 労働 費 0.5%

@農業費1.4 % 

@商工費1.2%

@予備費 0.1% 

- '10一

持'4>

。経費の目的思u分類の基準は行政活動の性質ないし目的であり、この区分の
趣旨は経費の支出が行政活動の各分野κどのように配分されたかを明らかに

しています。このように各行政分野別に区分された目的別経費を性質別に分

解して経費の経済的機能を示すと次の図のとおり。(性質5J1I分類〉

民べ竺」昭和 41年度一 l昭和土度(剛日開品-
人

一
物
i
珂

費
一
費 1 2.6 I 1 1. 9 

4 0 8，44 5 3 1 2，83 9 {午

{牛

3 3.3 ! 2ス1

1 54.3 1 3 1 3ス567

維持補修 費 1史820 11， 342 1.6 1.0 

扶 費 3.6 3.4 助 4 3. 6 7 6 I 3 9， 5 4 4 

補助 費 等

普 通 建 設事業 費

災 害 復旧 事業費

1 2.1 93，367 '8.1 1 4 8，0 6 8 

33、9，323 4 9ス188 2 7. 7 I 4 ~.1 

| 一 一 一 -J十 。 。
一

2，0 65 4，054 0.3 I 0.2 
I ノ

3 8，1 3 3 27， 504 3. l' I 2.4 

積 金
一
金

一
金

一
金

立

一
一資
一

付

一
出

4 2 。 。。
出
一
貸
一

繰

2 1 5 。550 。
3， 5 0 0 I 2， 0 0 0 0.3 0.1 

6 5. 4 0 0 I 2 9， 6 5 6 5.3 2.6 

金

一
費

一

出

一

一
一
備
一
計

文
一

一

諸
一
予
一

1 I 1 o I 0 

0.1 I 0.1 1277 I 日 85

口 2山 1 I 1， 1 5 4， 7 1 6 1001100 
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歳出 K イ〉 い て

都市化κ伴う生活様式の変化は都市的施設整備の要請を益々強めつつある。

4 .1年度も市の財政状況を充分勘案し、諸事業について予算化を図った。

仔) 市道舗装については積極的 K推進し、 4 0年度当初予算 Iη2，0 0 0万

円の増の事業量合計上

θ 土地区画整理を年次計画Kもとずいて実施中であるが、今年度も一般会

計より 3，5 0 0万円都市計画会計へ繰出計上し都市計画事業を推進寸る。

の 水道事業も全市水道布設の計画に基き、 >>3年度事業として、 1億円予

算計上給水拡張を計画した。

;@ 

@ 

@ 

① 

私達の生活に必要条件として生活環境の整備清掃事業K大巾に予算計上

した。

。衛生処理場の機能を最大に発揮するため、曝気1替の設置を予算化
。全市薬剤j撒布による害虫駆除等、各種予防衛主等の市民健康管理に本

年度は重点的に充実を図り、 4 0年度より倍加の予算計上

防災対策費を新設

交通安全対策費を新設

市街j施行に伴い福祉行政は市に主体が移行し、そのためκ一層の市民の

均しい明るい生活を持ち得ましたが、本年度も引続き重点施策として拡充

に努めた。

。

。

施設面では、 4 0年度から 51続き 41年に福祉センター完成を目標に

予算化し、母子家庭、身障家庭、低所得者家庭の人達のための相談指導、

研修、簡易作業を行い、福祉増進を充実する。

国民健康保険会計では 41年度の赤字見込分を繰出金として計上。

.-:-1 2ー

@ 義務的教育施設整備等については毎年度遂次整備を図ってきたが、本年

度も総額 38 1， 88 4千円計上〈尚教育振興費学校i3U明細表は別紙参照〉

。平山小防音工事、二中旬音工事等継続事業として予算化し小学校とし

て最初の体育館を平山小に新設。

。新しい趣として発足した移動図書館も市民の熱望により全市にわたっ

て図書活動が強化するため、大巾な予算化。

。新井地区に地区センターを設立。
バ

① その他の歳出について本年度は退職勧奨による退職手当を計上。

以上、歳出の概要でありますが、 急増する財政需要陀対応すべき財源の絶対

不足により多くの事業を見送らざるを得ない結果となった事を付記する。

，(. 
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昭和 41年度

I 

款 事 業 名 事 業 概 要 事 業 費

ト一一

1 庁舎防災設備事業 漏電警報器設置(3ク所〉 150 

総 2. 七生支所改装工事 人口増に伴い窓口の改装工事 200 

3. 駐車 場新設 盛土工事 950 

務 4. 広報 車購 入 市広報活動強化 2，0 0 0 r' 

5. 交通安全対策費 交通安全運動啓 もう 5 1 8 

費 6. 農業委員 会選挙 99 

計 3.917 

福祉センター菊篠事業 鉄筋 2階 〈翌債分〉 51.112 

2. 公益 質 屋 費
( 4 0年度--4 1年度〉

2，0 30 

民 3. 老人福祉 費 老人健診 タラプ補助敬老会 5，8 3 8 

4. 国民健康保険事業 繰出金 1 0，0 0 0 

生 5. 病 院 事 業 繰出金 7，000 

6. 児童福祉 資 保育措置児童 5三86 7 1，(¥ 1
1

1 式~111 

費 7. 生活保護費
1・

8. 国民 年 金 事業 福祉年金及び拠出年金

計 1 5 8，0 78 

1 伝染病予防費 組合病院負担金 3.5 8 1 

衛 2. 結核予防費 4， 0 4 4人見込 473 

こt..I.と- 3. 予防接種費 予防ワクチン等 3.472 

費 4. 環境衛生費 そ族昆虫駆除及び消毒等市内 4，572 

全域撒布他

-14-

¥ 

， 
¥.. " 

主 要事業計画

財 源 内

国都補助金 地 方 債 そ グ〉 他

。 。 。
、

。 。 。
。 。 。
。 。 。
。 。 。
。 。 。
。 。 。

2 2，50 0 21，000 。
。 。 。

3，1 8 3 
。 138 

。 。 。
。 。 。

5，766 。 1、3.035
~ 

" 
32，0 39 。 。
878 。 。
64，36 6 2 1，00 0 1 3. 1 7 3 

. 1，90 0 。 。
、207 。 。
675 。 。
36 。 8 1 
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訳
備 考

一般財源

1 50 

200 

9 50 

2，0 0 0 

518 

9 9 

3，917 

7， 6 1 2 

2，030 

2，5 1 7 

1 0，0 0 0 

ス000

1 5，0 66 

1 1，6 6 5 

‘' 
3.649 

5号539

t 6 8 1 

266 

2，7 9 7 

4，455 

ー



款 ! 事 業 名 事 業 統 一一要 事業費

5，塵芥処理費|世帯のごみ処理他 1免04.7

衛 塵芥収集車購入 3.2 0 0 " N 

生 I6. し尿処理費 70，00 0人のし尿処理事業 49， 228 

費|文 部市美化 費 !市全体推進させるため

8. 上下水道 事 業費 |上下水道会計繰出金

2，0 3 9 

え000

9 2，6 1 2 (t 計

プロック塀及び
金網工 事

七生中，一小、四小等塀工事

(失対事業として〉

j駐離対協議会費等失対費等

手内職等の経費 1，032 

2，71 4 
労

働

費

1， 1 1 7 2. 労働諸 費

三共同作業所 費

計
ヲ

O

一一
nu

♂

也

幽

e

J

一

句

、

A
M

一
ミ

RJM

8

一
O

'
聞

A
H
・
一
4iq1 農業振興 費 -1 各種農業団体補助事業

農業共済会計繰出金

賀 |予備蚕児等補助事業

費 |土地改良事業補助 1，358 

品，

" 1，000 

278 産

地

計 3.686 

1. 中j企業資金貸付事業|小口事業資金貸付預託金 I 3.50 0 

商 I2. 工場設置奨励措置費 6，000 

工 I 3. ハイキングコース愛備|野猿峠のハイキングコース 200 

費 引訂 nu

一
nu

o
一
、6

7'
一

円

4

0什
一

4
句
d日
T

土

木

費

1 道路新設改良質 |別紙参照

2. 道路維持費 rl既設道路々面補修

5 橋梁新設改良 質 i滝合橋工事 2~533 

1 2，0 4 1 

- 16.- r 

財 ダ1>匂宅3、 内 訳

備 考
園都補助金 ま也 方 債 そ σ、他 一般財源
。 。 1，4 1 2 1ス635

。 2，000 。 1，200 

。 3.0 0 0 23.0 1 0 23.218 

1 2 3 。 。 1， 9 1 6 

。 。 。 え000

A. 2，9 4 1 5，000 24，50 3 6 0， 1 6 8 

。 。 。 2，714 
/ 

8 5 。 。 1，0 32 

l 。|。 。 1， 0 32 

85 。 。 4，778 

。 。 。 1，050 

。 ， 

G 。 1，00 0 

、
令， 。 。 。 278 

。 。 。 1.358 

。 。 。 3.686 

。 。 。 3.50 0 
/ 。 。 。 6，000 

。 。 。 200 
、 。 d、 。 。 ヌ700

'/.. 

6，342 。 。 34，9 1 8 

。‘ 。 1.000 11.041 

1 3.60 5 5，000 。 8，928 
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|款 | 事業費事 業 名 事 業 概 要ー

土

木

費

4. 街路灯 費

5. 都市計画 事業費

維持管理費

区画整理、下水路等の繰出金

6 住宅管理費|市営住宅修繕費

小 日 計

1. 防火水そう建設 1， 5基分

2. 指定水利標式

5 防災対策 費 |防災計画等

3.002 

36，600 

1 2 1， 6 3 0 

1， 1 94 

2，500 

7 51J' 

213 

3.463 

〈奨学生〉高校 30人大学12人

小中学共通経費〈別紙明細参照)

小中学校振興費

小学児童健康管理〈各種予防〉

lIf I 中学 グ

5. 平山小屋体工 事 I660ml 鉄骨

育
6. 六小 7

0

•ーノレ附帯工事 | 小プーノレ 脱衣場等

ス 五/J~時設ト仮設教室 | プレハプ 4教室

給食調理設備 | 

改善 事業 I5小分

良 平山小防音工事|鉄筋 5階建

屋体運動場用地(翌債分〉

3階建

漏電警報器設置〈各学校〉

住宅公団払

-18-

消

防

費

小計

教

I :育英 事業
2. 学校 管理費

3. 教育振興 費

4. 学校保健衛生

費
10. 沙ー中学校取得費

1 1.二中防音工事

12. 学校防災設備事業

13. 五小校地取得費

972 

21，954 

5，0 1 6 

3.027 

1，31 0 

1 5，8 40 

2，462 

4，498 

1，70 0 

62，58 6 

1 1， 4 7 0 

も7、も守守

30 0 

2，733 

“ー
財 源 内 訳

~~ 
備 考

国都補助金 方 債 そ σ、{也 一般財源
。 。 。 3.002 

。 。 。 36，60 0 
、

。 。 1， 1 94 。
」一一一一一

1免947 5，000 2，194 9 4，4 89 

ーー。 。 。 2.500 

M‘ 。 。 。 750 

。 。 。 213 

一一 。 。 。 3.463 

。 。 。 972 

9 1 2 。 。 21，042 

470 。 。 4，546 

。 。 。 3.027 

。 。 。 1， 3 1 0 

1，63 3 3.000 。 1 1， 2 Q 7 

。 。 。 2，462 

。 。 。 4，498 

。 。 。 1，700 

38，72 3 1 0，0 0 0 。 1 3.8 6 3 

。 8，0 0 0 。 3.470 

5 5，80 0 2，000 。 ヌ899

。 。 。 300 

。 。 。 2，733 

ー
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3 

財 源 内 訳

款 事 業 名 事 業 統 要 事 業 費 備 考
国都補助金 地 方 債 そ σ、他 一般財源

14. 六ノト校地取得費 住宅公団払 3.512 。 。 。 3.512 

教 15. 二中 " " 1，433 。 。 。 1， 433 
一句

16. 社会教育施設事業 地区センター木造 2階建 6，000 。 。 。 6，000 

1Z 公 民 館 賛 公民館開館に伴う初度備品 6，42 6 。 。 。 6，426 
同

育 18. 図 書 館 資 図書，自動車等購入 1 6.4 76 。 。 。 1 6，4 76 

1虫 体 育施設事業 市民プール工事 1 0，0 0 Qぷ )i 。 。 。 1 0，0 0 0 

N テニスコート 等整備 2，000 。 。 。 2.0 0 0 

費 20. 社 会教育活動費 青年講座、体料育理、教室、 PTA 3.23 1 
育成婦人団 成， 市民文化

212 。 。 3.0 1 9 

祭等

21. 保健 体育費 体育指導委員，スポーツ教室 3.905 。 。 310 3.595 

スポーツテスト等

計 254，550 97， 750 23.000 3 10 1 3 3.490 

~~ 

ーー

メロ』、 計 65 2，49 9 185.089 54，000 4. O. 1 8 0 373.230 
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2参考資料
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ー

. 般会計歳出予算

財 源

款 万リ 予 算 額
一般財源 特定財源

トー

1 議 会 費 2 8，2 7 5 28，275 。
2. 総 務 費 2 3 8，78 5 2 2 4，9 1 3 1 3.8 7 2 

3. 民 生 〉 費 1 6 8，4 4 2 6呪092 99， 350 

b 
4. 衛 生 費 1 3 8，32 9 1 0 5，0 0 5 3 3. 324. 

一
5. 労 働 賛 6，1 70 6，084 86 

6. 農 業 費 1ス051 16，511 540 

ー一
7 商 工 費 1 4，32 6 1 0，8 26 3.500 

8. 土 木 費 1 53.253 1 2 6， 1 1 2 27， 141 

9 消 防 費 40，634 40，6 3'{ 。
一一

10. 教 育 資 38 1. 8 8 4. 24 8，4.2る 1 3 3.4 5 8 

11. 災害 復旧費 。
一一

12. 公 債 費 3 8， 1 3 3 36，386 1， 747 

13. 諸 支 出 金 。
14. 予 備 . 費 1， 277 1.27 7 。
一司
メr::l弘、 計 1.22 6，56 1 9 1 3.54. 3 3 1 3.0 1 8 

-24ー

款項別財源内訳書

特 定 財 源 グ〉 内
t 

国庫支出金 都支出金 負担金 使勝ヰ手数料

。 。 。 。
。
11.612 
。2，260 

3免400 25，777 11，386 1，787 

4 。
2，94 1 。24，50 3 

1 5 7 1 。 。
。
540 
。 。

。 。
。
19， 947 1.0 0 01 I. 1 9 4. 

。 。
1 0 3.6 7 5 。6，401 
。 。 。1 。
。 。 。1， 7 4 7 

v 。 。 。 。
。 。 。 。

1 4 3.0 9 0 61，100 1 2，38 6 37， 892 

-25-

〈単位千円〉

訳

市 債 諸収入 そわ他

。 。 。
。 。 。

21.000 。 。
5，000 880 。
。 。 。

。a!| 五50 日日 | i 

。
23.0 0 0 

。
。
。
。

54，00 0 

J ， 
J 
J 
~ 

。 。
170 。
。 。
。 。
。 。
。 。

4，550 。



般会計性質

性 質

款 別 予 備 額
5.lU 内 訳

人件費 物件費 維持補修費 補助費等 建設事業費 そ σ、 他

議 会 費 2 8，27 5 23.569 4，216 
l' 
。 490 。

総 務 費 238，785 177588 37.271 。 1 6.4 1 5 4.1 5 1 繰出金 3，0 0 0 出資金 360 

民 生 費 1 6 8，44 2 33，76 8 呪860 3 1 0 1 3.49 1 5 1，0 3 5 繰出金 17， 800 扶助費 42，17 8 

衛 生 費 1 3 8.32 9 44，41 0 2¥905 L 6 。 50，836 1 4， 1 7 8 繰出金 ス000

労 働 費 6，1 70 1， 9 94 1 0 8 。 1 4 。失業対策事業費 4.0 5 4 
農 業 費 17，051 1 t 4 1 5 ¥433 。 3.1 3 3 G 出資金 7 0 繰出金 1， 0 0 0 

商 ヱ 費 1 4，32 6 1. 8 0 6 451 。 8.569 。貸付金 3.5 0 0 
土 木 費 1 53.2 53 25，633 5，599 1 3.7 4' 7 2，88 1 68.793¥ 繰出金 3 6，6 0 0 

消 防 費 40，634 600 1， 629 。 35，0 7 5 3.330 

教 育 費 381，884 87， 662 71，841 5，7 6 3 17， 164， 1 9ス836 扶助費 1，49 8 出資金 1 2 0 
一一

災害復旧 費
。 。 。 。 。〈災害復旧事業費 1 ) 

公 債 費 38，1 33 。 。 。 。 。〈公債費 3 8. 1 3 3 ) 
諸 支 出 金

。 。
1 1)> 
。 。 。〈諸支 出金 1 ) 

予 備 費 1.277 。 。 。 。 。(予備費 1. 2 7 7 ) 
一ー

メ日h、 計 1，226，561 40 8.4 45 1 5 4，3 1 3 19，820 1 48，0 6 8 33ヌ323 1 5 6. 5 9 2 

構成比'(100%) 100.0 33.3 1 2.6 t6 1 2. 1 1 2.7 
ー
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歳 出 Jjlj 明 京国 重Eヨ主
司

子 ¥と|議会1費

2. 3. 4. 5. 6. 

総務費 民生費 衛生費 労銀鑓 農業費

総予算額ス 8. 9.・ '10. 12. 14. 

災害
諸出支金

ムIコ、 計 vc対する
商工費 土木費 消防費教育費復旧費 公債費 予備費 百分比

報 酬 12，795 54 1 533 。22 1，58 A. 48 。600 2，696 。 。。。18.819 1.5 
2. 給 料 3.4 72 82，472 18.655 23.467 1，110 5，4 23 977 13.892 。46，819 。 。。。196，287 16.0 
3. 職 員 手 当 6，384 86，778 12，8 13 1 8.6 1 1 757 3.893 1688 10，429 。33686 。 。。。174，039 14.2 
4. 共 済 費 918 7，796 1，767 2，332 105 515 93 1，312 。4，460 。 。。。19.298 1.6 
5. 災害補償 費 。 。 。。 。 。 。 。 。 。。。 2 。一『
6. 恩給及び退職年金 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。 。。。 。 。
7. 賃 金| 。 594 83 1，212 127 21 

8. 報 f賞 費 15 2，809 2774 269 。285 r 
120 1. 19 1 。2β17 。 。。。 6，165 0.5 
129 56 135 4，201 。 。。。10，673 0.9 

虫 旅 費 995 3.746 435 333 24 3A.3 55 307 120 2，379 。 。。。 8.737 0.7 

10. 父 際 費 1，200 2，430 。 。 。100 。 100 50 450 。 。。。 4.330 0.4 

1 1. 需 要 費 .1，81 1 18，084 8.320 16，168 155 83A. 212 5，165 877127，135 。 。.0 。78.751 6.4 

12. f交 務 設 90 6，157 313 549 41 14. 5 50 10 4，308 。 22 。。11，559 0.9 
1 3. 委 託 料| 180 4，355 10，288 5ス770 。 30 15 40 33.223 10，000 。 。。。95.901 ス8
14. 使用料及び手数料 50 676 1 19 8る 80 42 26 5A. 10 927 。 。。。 2ρ70 0.2 
15. 工 事 請負 費 。1，350 Aス420 14，168 。 。 。76，095 3.330 1 72，133 。。。315，954 25.6 
16. 原 材 料 資 。 。 。 125 2，718 。 30 2，494 5 2，601 。 。。 7，973 

1ス 公有財産購入費 。2.801 。 30 。 。 。1，050 。18.407 。 。 。
18. 備品購入費 70 5.584 3，977 3.4 12 7 79 3 923 557 34，0 19 。 。。。
1女 負担金補助及ひ交付金 295 ス847 966 12，633 1，024 2，818 8，425 2，945 1.717 11.664 。 。。。
120 扶 助 資 。 。42.178 。 。 。 トー。 。 。1，498 。 。。。43.676 
21. 貸 付 金 。 。 。 。。 。 3.500 。 。 。。 。。。 3，500' 0.3 
22. 補償補携及ひ賠償金 。 。 。 159 。 。 。 550 。 102 。 。。。 81 1 。
23. 償還金利子及び割引料 。1，404 5 。 。 G 。 。1，461 。38.11 1 。 。40，982 3.4 
24. 投資及び出資金 。 360 。 。。 70 。 。 。 120 。 。G 。 550 。
25. 積 立 金 。 。 。 。。 。 。 。 。 。。 。。。 。 。
26. 寄 付 金 。 。 。 。。 。 。 。 。 。。 。。。 。 。l
2ス 公 謀 費 。 。 。 。。 。 。 。 。 。。 。。。 。
28. 繰 出 金 。3.000 17，800 ス000 。1，000 。36，600 。 。。 。。。65，400 
予 心需 口口口 。 。 。 。。 。 。 。 。 。。 。01 1.277 1.277 0.1 

A口、 計 28275 238.785 168:442 1 38.329 6，170 17，0 51 14，326 153.253 40，634 381，884 38.133 1 I 1. 2 7 7 11.2 26，56 1 100.0% 
総予算額に対する百分比! 1ヌ5 13.7 11.3 0.5 1.2 12.5 3.3 i 31.1 。 3.11 

。0.1 I 100% 
._-~・
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! {参考表〉 2調)2. ( 4 o. 言ト推グ〉口ノ¥来将一般会計歳入歳出予算推移bよび指数〈当初予算〉〈参考表〉

日
割
増

一
の

一

算

一
予
指
一

年

度

14 1 0 0 36 

e
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J仲
・

/

ふとる$."069人

一…〆 L.....76.0.9.5円
/〆 グ5，4.65円

/〆〆4，597円
:7/ど界と笠竺」ド ァ/〆
/ 〆3.541円

:〆… )::::::.3il7.1円

; ノ/ ト ...L2，464円
?又 . 21~ .7.24人
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;./ 
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../. 
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/' 
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〆

112 37 
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1;'154]'1"6 
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1 1 
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〈参考表〉
市有建物の火災保険加入状況

所 在 地 延建坪数 分 担 金

市庁舎建物 日野市日野29 0 0 2. 1 8虫70m
l1ヌ500円

七 生 支 所 N 高橋 68-1 2 7 5.4 0 4，8 0 0 

豊 田 出張所 W 豊田 10 4 9 - 1 1 1 5.50 2，250 

日野台出張所 ， 日野 72 2 1 1 1 1. 5 4 1.50 0 

fラ f南 防 署 11 日野 28 0 0 -2 419.83 2，000 

衛主処理場 " 新井(東養塚〉 237.44 39，000 

火 葬 場 1/ 多摩平 3-28 93.97 450 

共同作業所 " 下回 200 4 24.69 3，000 

政 市民集会場 11 日野 28 0 0 88史38 2，500 

建設部庁舎 " 多摩平 4-3 111.44 1.200 

福 祉 会 館 11 高|播 69 6 - 1 1 6 5.2 5 6.500 

高橋 保育所 開 高橋 70 5 497.45 4，500 

財 豊 国{呆脊 所 " 豊田 10 7 1 4 6 3.57 4，500 

多摩平ベビーホ「ム M 多摩平4-3 445.52 8.868 
2密

向川原集会場 1/ 川辺場 ρ内 860 61.8 7 600 

川原付集会場 1/ 下回 39 9 - 5 34.0 4 600 

産 東光寺市営住宅 H 日野 39 5 1 2，1 6 0.0 0 4，200 

下回市営住宅 11 下回 197 5 2 8.9 7 4，000 

城跡ケ丘市営住宅 " 平山 1171-1 6 9 4.0 0 11.000 

川原付市営住宅 11 下回 39 9 - 5 1， 7 3 5.0 0 26，50 0 

I j i高揺市営住宅 l
:_.1一一一一一一一一一一一一_L

同権 86 4.-f  ! 7fj C G A ; ωsu i 

-32--

1 
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共済目的の名み 地 づ建坪数|分金

向)11原市営住宅 日野市川辺堀の内 86 0 I 5， 4 8 4， 6 1 mll 6 4， 0 0 0円

fヨ 市立上回自治会館 " 上回 474-1 8 0.99 2，250 

市立大和田自治会館 砂 ι 平山 2124 7虫33 2，250 

政 市立万願荘 11 " 日野 844-7 80.9 9 2，250 

市立下町:.""R可原グ " 日野 579 79.33 2，2 50 

財 市立谷仲山 " " 日野 30 6 7 7 9. 3 3 2，250 

緑ケ丘 点， 品F 日野 55 0 6 34.70 1.500 

産 新築建築物 5 8，0 0 0 

計 1 8.2 7 3.8 8 28 8，2 1 8 

!日豊田駐在所 日野市豊田 10 9 0 6ス65ml 750円
主同主L

!白下回分校教員住宅 下回 200 84.93 330 " 
通 ト一一一一一一一一一一一
!日直営診療所 1/ 南平 1340-1 4 9 4.2 1 ス000

財
ト目

旧医師住宅 (1) 11 南平 1363-1 5 9.50 1.500 
産
旧医師住宅 (2) 南平 13 5 8 - 2 fI 52.89 1， 500 
トー_ -

計 759.18 1 1，0 8 0 

メE33、 計 I 1只o3 3.0 6mlJ29又298円
←ー一一- -ー1

(参考表 ) 教育財産の火災保険加入状況
一一

財起き分 共済目的の名称 所 在 地 延建坪数 分担金

日野市立才一小学校 日野市日野2800 4，7 1 4.4 4mi 

一
1ヲ 1/ 方二

" 
11 豊田 2j 8 2，6 54.6 7 

政 ，.， ;t三 M " 日野 5258 2.95 9.0 6 

財 11 7.r四 " 
/1 石田 430 2，446.2 1 

産 1/ 社ァ五 " 
11 多摩平6-1 4，4 0 5. 5 8 

〆ー、 11 才六 11 1/ 

" 3-2 1 3.59 4.8 1 

:t.' 平山 // H 平山 599 2，8 2 1. 3 7 

寸Aみ二ら | 潤徳 11 I " 高l幡402 2，7 72.5 8 

.1-よ τhJ-lrr" 府 内
，、~、，、 r、，、fJ ! I分汗治ji 引
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5 4，5 7 6円

75，00 0 

82，50 0 

4 3， 1 1 1 

46，486 

38.0 8 3 

6 1，0 5 3 

7 1.80 5 

2，490 

2.(，.8 9ム;
50 05000j 
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認玄分 共済目的OJ名称 所 在 主出 延建坪数 分担金

日野市立才一中学校 日野市日野 2614 4，3 7 4.8 1 m 66.19fl 

行(
114，4?4 t 寸政中

1/ 才二 H f/ 多摩平 4-2 6.1 3 6.49 

でA主F
七生 3.32虫78 83.65 長オ校 " 

1/ // 豊田 1944 

産、国ノ 一 一
新 築 分 35，664 

計 ! 1 3.84 t 0 8 30 0; 0 0 0 
一.

T，...、
日野市立芳一幼稚園 !日野市多摩平4-3 79 3.6 3 I 2 1，34 6 

文，幼 11 沙二 N /' 平山 13 6 5 1又59 1 0，8 8 0 '1 
稚
オ圏 1/ 方三 11 H 日野 2800 57ス17 12，7 7 4. 
主〉 一 一

1888.59 1 
一一一

計 45，000 

明士成 883.9 3 
31， 0ー一一0ー0アー

883.93 31，0 0 0 

8 76，0 0 前

〈参考表〉 自動車保険料

車 名 保 倹 料 l 所 属

トヨペ Y ト・クラウンDL 24，30 0円 庶 務

日 野 コ ン テツサ 24，0 50 庶 務

日 野 ス) 52，3 70 庶 務

トヨペットマスターライン(広報車〉 29， 300 調 査 室

プ リ♂ ン ス 27， 300 庶 務 課
. ー一

プ リ ム ス- 2 3.3 0 0 庶 務 謀

新 規 購 入 分 1只380

メ口h 計 20 0，0 0 0 
6 

-3.4ー

〈参考表〉
学校営繕工事表

ゆ

ー

ヱ 事請 負費

学校名 エ 事 名 見積額 備 考

校内の移動及新設 1 50，0 0 0 

校 庭 整 主主 100，OUO 

-ー-
焼 却 炉 80，0 0 0 

小プーノレ修理さく泉切替工事 30 0，0 0 0 

計 6 30，0 0 0 

プーノ}.，周囲補修工事 1 50，0 0 0 

一 中便所改造 1 50，0 0 0 
一

30 0，00 0 

一 小 |校庭南側溝工事 1 6 0，0 0 0 
一

体育用具摩 1 6 0，0 0 0 

四 小 東南ì~J海さく泉切替工事 2 6 0，0 0 0 

計- 4. 2 0，0 0 0 

保健室改造工事 50，0 0 0 

校門うら門設置工事 51，000 

1 0 1，0 0 0 

置 工 専-::y 1 5 0，0 0 0 

小鳥小屋新設工 事 60，00 0 

ーノム、ー・ 焼 却 炉 80，0 0 0 

校 庭 整 地 1 0 0，0 0 0 

計
ーよ

る90，0 0 0 
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学校名 工 事 名 見積額 備 考

校 庭 整 地 1 0 0，0 0 0 

潤徳小 運動用具移転工事 10 0，0 0 0 

計 20 0，0 0 0 

校 庭 整 地 ヱ 事 1 0 0，0 0 0 

平山小 物 寵 新 考Rメ14• 工 事 1 60，0 0 0 

言下 26 0，0 0 0 

計 2.4. 6 1，0 0 0 

物 IE且f五 新 設 工 事 1 60，0 0 0 

校 庭 整 地 50，000 

一 中 屋 外 使 所 1 5 0，0 0 0 

特別教室及屋根一部補修 1 9 0.0 0 0 

計 550，0 0 0 

l 理科室流し工事 1 0 0，0 0 0 

3主

一 中 プール葉波室工事 20 0，00 0 
一

校 庭 整 地 20 0，0 0 0 

計 500，0 0 0 

理科準備室工事 36 0，0 0 0 

七生中 自転車置場工事 1 5 0，0 0 0 

防音間切工事 50，0 0 0 

計 560，000 

計 1.6 1 0，0 0 0 
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〈参考表〉

教育振興費学校別

?常 耗

! 配分比率

ロ
ロロ

均等割 児童生徒 学級当り

費

一一一 一 - ー ー 』 』

1A~ 260円 4，000円
ヲ0，000 銭。o0 I 96，0 0 0 I I 4仏 000

一一トーー一ー一一一一一一_ --

! 90，0 0 0 I 1 1 8.0 0 0 I 4. 8，0 00 ぬ，000

匹l 13 55} 

一一

31 1，243 

18 613 

窓小|21 754 

おノト 13 439 

計 145 5，464 
一一一一司L---

日巨4
25 1，053 

12 457 

57 2，334 

守口om lut;;;8日
286，00 (] 

90，0 0 0 I 3 23.0 0 0 11 24，0 0 0 53ス000

90，000 159，000 72，000 

90.000 i 96，000 I 84，000 

90，000 1 -14，000 52，000 

720，000 1，419，000 580ρ00 
一一ーしーーー

12メ5当0り，O2G80円
154β00 I 230.000 戸知子1120，000 1 
154，000 294，000 1る7，000

154，000 127，000 80β00 

462，000 651.000 381，00口

1150，000 

7 2JJ 00 

2O8，βG G G 
370.000 

765，000 

一一ト一一一一一 一一ー
4. 33.0C 

28D 
1.864JJ 

。。

/‘一、，

務

その

費目別予算明細書

燃 料 費 食 糧 資

fl暖房用燃料 i 
も|戸用量|金額 |たきつ明

。lZAf|2l
J81 ~lij6，7 00 I 46，示

1 :υ一!ti--ォー
!- :--f 
L~5 1 15JJo~12 0 5，90 0 1ω00 I 19，000I 2仏500i

・ rr=山…~;-;;okmG I 298.7 0 0 I 36，0 0 0 I 7. 00 0 ~，o~o い…
j _ 12:31159，90011082竺 53000Iω00| “。ベ ~~oo
← 5斗| 示引iい9幻mω2乙治別'点却5初0ω叫01 6 山 | 印 00 I 20 ス初仰山0ω川0叩州01卜“ω6.00ω0i 竺竺空011い川川川1.ω仰山，点川川000ω014.灯川仰叩1，ω仰，氾川0ω0ω0 
7可訂ユ3|U山山叩6ムω'β8叫 19引円m山……1.ωm山山.0川川…000山0∞…川…0一4一-1



ノ

その 2

f 

印刷製本費 修 繕 費 原材料費 ! 
備 品 費

上らんストーフ保有料

lX 
配分比率 教材 ガラ!校舎 図書

社会 備修品繕
A 〈器具〉

学校 学級 生児童徒 修繕修繕 修繕

数数 当り 当り 増分 費 費 費 費

校庭 加工 配分比率 図書

言十
砂場 用材

計 均等 学級
生児童徒 事務用

購入
社会増分 計

用砂 料費 害リ 当り 費

2，100円 31円 1，800円 400円
24 954 26ρ00 50.000 29ρ00 105POO 20ρ00 60ρ00 40ρ00 30ρ00 20ρ00 110.000 60ρ00 30ρ00 90.000 10.0∞ 43ρ00 381ρ00 20ρ00 50.0Cρ 564，000 

ート一一一一一 ト一一一一一一ト 一一 18ρ00 

12 454 26ρ00 25.000 14ρ00 65POO 20ρ00 60ρ00 60，000 80ρ00 18，000 238ρ00 60ρ00 30ρ00 108，000 70ρ00 21ρ00 181ρ00 20ρ00 50ρ00 342ρ00 

2告ρ00

13 450 26000 27000 13β00 66000 20，000 60ρ00 60ρ00 80ρ00 ?ρ00 227ρ00 60ρ00 30.600 114.ρ00 70β00 22.000 180ρ00 20ρ00 342ρ00 

四小 13 557 26.000 27POO 17000 70ρ00 20ρ00 60ρ00 40ρ00 30ρ00 もρ00 154ρ00 60ρ00 30β00 90ρ00 70ρ00 22ρ00 222ρ00 20ρ00 50ρ00 384ρ00 

五小 31 1.243 26，000 65POO 38POO 129.000 20ρ00 60.000 I 40.000 30β00 6!)OO 
49.000 

156000 60，000 30ρ00 139.000 70ρ00 55.000 49'iPOO 20ρ00 50ρ00 692ρ00 

9.000 

六小 18 613 26，000 37ρ00 23ρ00 86000 20ρ00 60，000 40，000 30β00 2ρ00 152ρ00 60ρ00 30ρ00 99ρ00 70ρ00 32.000 245j)00 20ρ00 50ρω 417000 

i潟徳小 21 754 26，000 44，000 23ρ00 93.000 20.000 60.000 40ρ00 30.000 12.000 162ρ00 60，000 30β00 90，000 70ρ00 37POO 301.つ00 20ρ00 50ρ00 478ρ00 

15，000 

平山小 13 439 26POO 27000 13，000 66，000 20ρ00 60，000 60ρ00 30.000 12ρ00 182ρ00 60ρ00 30ρ00 105000 70ρ00 22.000 175ρ00 20ρ00 50ρ00 337000 

言十 208，000 302ρ00 170ρ00 680ρ001160ρ00 480，000 
制 200人l

1.441ρ001480.0001240，00018350001560ρ00 1254，000 12，182ρ00 I 160ρ00 1 400ρ00 I 75000 I 3β31，000 

トーー一 ー

4.4001工 100円

ト竺竺1一中 20 824 43ρ00 88ρ00 82ρ00 30，000 60，000 40，0001 30ρ00 12ρ00 
トー ー一ー『でート

二中 25 1053 43000 110.000 105ρ00 258，000 30ρ00 60.000 60β00 80.000 12ρ00 通

8ρ00 

172ρ00 50ρ00 obbk印 34，000 1 494ρ00 41，000 50ρ00 739ρ00 一 ー，

41.000 
242ρ00 50ρ00 40β001131.0001120ρ00 42ρ00 1 631ρ00 41ρ00 50ρ00 88岳ρ00

」 一 一

23ρ00 

七生中 12 457 43.000 52ρ00 46000 1-41，000 30ρ00 60ρ00 60β00 100ρ00 I ~POO 262ρ00 50ρ00 40.000 113.000 120.000 17ρ00 274.ρ00 41ρ00 50ρ00 502ρ00 

言十 51 t，334 129.000 250ρ00 233.000 612，000 90ρ00 180ρ00 160.000 210ρ00 36ρ00 
72ρ00 桂金増100人

676ρ00 150ρ00 120ρ00 342ρ00 360.000 93ρ00 1.399ρ00 123ρ00 150ρ00 60ρ00 2，185POO 
ー

一-

-ーー「 g.ooo 
一幼 81. 320 26，000 14ρ00 9ρ00 49，000 20ρ00 10ρ00 10β00 20ρ00 60，000 21ρ00 20ρ00 50β00 50ρ00 12ρ00 120ρ00 20ρ00 50ρ00 252ρ00 

5ρ00 

ニ幼 4t 160 26.000 8000 5POO 39POO 20ρ00 5j)00 sρ00 5!JOO 35ρ00 8ρ00 20ρ00 33ρ00 50ρ00 6000 60β00 20ρ00 50ρ00 186ρ00 

6j)00 

三幼 41 160 26.000 8ρ00 5POO 39.000 20ρ00 5000 5ρ00 5ρ00 351)00 21ρ00 20ρ00 47ρ00 50ρ00 6ρ00 60ρ00 20.000 50ρ00 H26000 1.612ρ00 

計 州問。I30ρ00 i27POO[ 60ρ00 20.000 20ρ叫 30ρω
‘一.，

20ρ00 

130ρ00150ρ001 60ρ001 130ρ001 150ρ001 24ρ00 I 240ρ00 60，000115馴 1l，426POO 

-40ー -4  1-



昭和41年度 当初予算

土木費、道路橋梁費、道路新設改良費、

工事請負費の内舗装費説明書

舗装費 20，.0 0 0， 0 0 0円

施 工 す る 予 定個 所 事 業 費

補助 18号線(七生中検 豊田 ~ 南平 )

補助 1~号線〈平山橋~大和田 国鉄グランド脇) {~ 

翠;悶 9 3号線〈 下水道 事務所前)

多摩平25号線 (多摩 平 5丁目地内)
一一一
上屋敷 21号線〈神鋼アパー ト前)

多摩平21号線〈多摩平 6丁目地内〉 1 5，0 0 0，0 0 0 

今朝ク島 4号線 (都営住宅脇〉

北広間 2号線 〈北広間ょ η繭沼に通ずる道路 〉

一ー一回
上 宿 6号線 〈北原地内 公益質屋前〉

豊田 14号線〈善宝寺前通り〉

一-
多摩平 62号線 〈多摩平 7丁目 地内 〉

一ー
緑ク丘

一
豊田 50号線 (方二豊 田荘地内〉

そ (f) 他 ，、a・・、
、 5，000，000 

計 2 0，0 0 0，0 0 0 

一.

-42ー
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